
　８月３０日の金曜日、「まちづくり会議」参加のために「函館」に向かう。電車で日本海側を北上するつもりだっ

たが、「豊栄」まで来たところで、「大雨のため村上～酒田間が運休になった」とアナウンスがあった。

　新潟に戻り、クルマで行くことにした。バイパスで「聖籠新発田」、高速で「朝日まほろば」、国道７号で「あつみ

温泉」、高速で「酒田みなと」、また７号線・・・。途中休憩をしながら、青森港まで８時間かかった。

　港の駐車場で仮眠の後、深夜２：００発の青函フェリーに乗る。船内でシャワーを浴びて、カーペット敷きの客

室でたちまち眠りに落ちる。着岸３０分前のアナウンスで眠い目を擦ると、右舷前方に函館山が見えた。

　早朝５：５０に函館港入港。少々眠いが清々しい。実は今回、自転車を持ってきたので、早朝の函館をサイクリ

ングした。駅前の朝市で、さばきたての「活いか定食」の朝食。コリコリしていて美味、肝も新鮮でおいしかった。

　函館駅に自転車を置いて、電車に乗った。５０分程走り「大沼公園」へ。名峰「駒ヶ岳」を一望できる風光明媚な

公園である。湖岸を2時間程散策し、函館に戻って、ご当地バーガーの人気店「ラッキーピエロ」で「チャイニーズ

チキンバーガー」のセットを食べた。

　午後から「まちづくり会議」に参加し、夜は懇親会。楽しいひと時を過ごした後、仲間とタクシーに分乗し、函館

山へ。澄み切った空気の中、夜景を眺めた。天気も良く、風もなく、街のネオンも星空もきれいに見えた。

　９月２日の朝、自転車で「谷地頭温泉」に向かう。６：３０から開いている函館市民憩いの場である。露天風呂に

浸かっていると、地元のおじさん達が「イカのおいしい食べ方」を話している。さすがはイカの街だ。

　さっぱりして、津軽海峡一望の「立待岬」へ。宿泊先にゲストハウスに戻り、函館港を眺めながら朝食を食べた。

　この日は、オプショナルツアー「函館ピロシキ探訪」に参加した。開港五港の一つである函館はロシアと深い関

係があり、日本初のロシア料理店が１８６３年に作られたという。ピロシキ作り体験の後、坂の上の街並みを散

策して、函館の歴史に触れた。

　夕方からは「函館バル街」に参加。５枚３５００円のチケットを買って、５件の飲食店をはしごする。「バル街」

は全国的にブームになっており、函館が発祥の地とのことだった。２２：００過ぎに港に戻り、自転車とともに青

森へ。来た道を延々と戻り、新潟へ帰った。

エコしようｅｃｏ－ｄｏ！

｢Ｅｃｏ列車でいこう！｣ ～第 111 回～　はるばる来たぜ！函館！

（ＣＯ２排出量の少ない交通機関での旅行を応援していくコーナーです！）
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「にいがた環境フェスティバル2018」に行こう！

　１０月２１日（日）、２２日（月）の２日間、朱鷺メッセにおいて「にいがた環境フェスティバル2018」が開催

されます。２１日は「尾木ママ」こと尾木直樹氏による講演会や、エコサイエンスショー、トヨタの燃料電池自動

車「ミライ」の展示などがあります。

　体験コーナーでは、「木の小物づくり」「木のおもちゃ体験」ができますので、小さなお子様と参加するのも楽

しいですね。

　尾木直樹氏の講演会（定員７００名）は事前申し込みが必要です。詳しくは「新潟県環境企画課」を検索してみ

てくださいね。


